
　

こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時
代
末
期
か

ら
続
く
伝
統
あ
る
祭
り
で
、
約
40
年

前
に
「
富
野
猿
賀
祭
保
存
会
」
が
運

営
を
引
き
継
い
で
か
ら
も
脈
々
と
続

い
て
い
ま
す
。

　

2
日
の
前
夜
祭
に
続
い
て
、
3
日

に
は
恒
例
の
武
田
小
学
校
鼓
笛
隊
に

よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
華
や
か
な
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
や
演
奏
を
先
頭
に
、
武
田
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち

が
手
作
り
し
た
交
通
安
全
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
沿
道
の
観
客
に
配
っ
て
い
ま

　

10
月
2
日
㈮
〜
3
日
㈯
に
か
け
て
、

富
野
猿
賀
神
社
境
内
で
「
猿
賀
権
現

例
大
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
た
。

　

夜
は
名
物
の
満
月
仮
装
盆
踊
り
大

会
が
開
か
れ
、
奇
抜
で
色
と
り
ど
り

の
衣
装
を
参
加
者
が
ま
と
い
、
境
内

相
撲
場
を
中
心
に
し
て
楽
し
く
踊
り

ま
し
た
。
約
60
人
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
が
、
中
に
は
飛
び
入
り
で
踊

り
始
め
る
人
も
お
り
、
十
五
夜
を
踊

り
明
か
し
ま
し
た
。

　
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
10
月

19
日
〜
25
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
の

に
合
わ
せ
、
19
日
㈪
に
幼
年
婦
人
防

火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る

た
め
に
毎
年
行
わ
れ
る
も
の
で
、
津

軽
中
里
駅
か
ら
出
発
し
た
パ
レ
ー
ド

に
は
、
中
里
幼
稚
園
と
富
野
保
育
所

児
童
62
人
が
参
加
。
か
わ
い
い
子
ど

も
た
ち
の
パ
レ
ー
ド
に
、
沿
道
に
は

保
護
者
の
ほ
か
、
町
を
歩
い
て
い
る

人
々
が
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　10月8日㈭、小説「津軽」の像記念館で、像の建
立20周年記念式典が行われ、関係者など20人が祝
いました。
　今年は折しも、太宰の生誕100年という節目の年
で、また小説「津軽」の初版本が発行されてから
65周年という年にあたります。
　式典後はすくすくこどまり館で、像の制作者であ
り彫刻家の田村進氏による基調講演が開かれ、「彫
刻と私」と題して、制作時のエピソードや像に込め
た思いなどを語り、約80人の聴衆が興味深げに聞
き入っていました。

　「中泊町健康ダンスの会」が10月20日㈫、日頃町
の皆さんにお世話になっているということで、町に
金一封を寄付されました。
　当日は会員の三上登志江さんと成田ツヤさんが町
長室を訪れました。会は20年以上も活動を続けて
きており、ダンスを通じて健康維持に一役買うサー
クル活動を行って
きました。
　町長は、「あり
がとうございます。
大切に使わせてい
ただきます。」と
お礼を述べていま
した。

小説「津軽」に思いを馳せ

「健康ダンスの会」が町に寄付

火
災
予
防
の
願
い
込
め
て

 

秋
の
火
災
予
防
運
動

防
火
パ
レ
ー
ド

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
楽
し
む

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
楽
し
む

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
楽
し
む

富
野
猿
賀
権
現
例
大
祭
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10
月
14
日
㈬
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

清
掃
奉
仕
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

約
1
0
0
人
の
参
加

者
が
集
ま
っ
た
こ
の
清

掃
奉
仕
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
が
設
定
さ
れ
、
こ

の
日
に
社
会
奉
仕
活
動
を

実
施
す
る
と
い
う
全
国
一

斉
の
活
動
で
す
。

　

晴
天
の
秋
空
の
も
と
行

わ
れ
た
活
動
で
は
、
中
里

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
と
一

緒
に
公
民
館
か
ら
駅
前
ま
で
パ
レ
ー

ド
。
そ
の
後
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

や
ご
み
拾
い
、
草
刈
り
な
ど
の
清
掃

奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
奉
仕
活
動
終
了
後
は
、
県
内

で
１
人
し
か
い
な
い
と
い
う
交
通
安

全
教
育
技
能
指
導
官
の
小
向
千
鶴
子

さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
の
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。
講
話
と
銘
打
っ
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
は
漫
談
師
の
よ
う
な

語
り
口
で
会
場
を
笑
い
に
包
み
、
道

路
の
歩
き
方
や
反
射
材
の
説
明
な
ど

を
楽
し
く
行
い
ま
し
た
。
昼
食
会
で

は
お
弁
当
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
１
日
の

奉
仕
活
動
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

小
泊
赤
十
字
奉
仕
団
が
10
月
5
日

㈪
、
小
泊
支
所
駐
車
場
で
炊
き
出
し

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
分

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
た
め
、
非

常
時
に
お
け
る
炊
き
出
し
の
実
施
方

法
な
ど
を
訓
練
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、

訓
練
当
日
は
約
15
人
の
団
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

災
害
救
護
用
の
包
装
袋
に
よ
る
炊

飯
を
行
い
、
こ
の
日
は
カ
レ
ー
を
作

り
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
カ
レ
ー

は
み
ん
な
で
試
食
し
、
災
害
救
護
の

大
切
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　10月17日(土)～18日(日)にかけ
て、「MOA美術館中泊児童作品展」
が中央公民館で開催されました。
　町の小学校児童の力作454点が出
展され、展覧会関係者によると年々
技術がレベルアップし、創造的で大
胆な表現ながらも丁寧な作品が増え
ているとのことでした。
　受賞者は次のとおりです。

　

９
月
27
日
㈰
、
平
川
市
の
「
ス
ポ

ー
ツ
ラ
ン
ド
ひ
ら
か
」
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
「
青
森
県
会
長
杯
市
町
村
対
抗

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
中
泊
ジ
ュ
ニ
ア
の
男
女

６
ペ
ア
が
参
加
し
、
男
子
は
準
優

勝
、
女
子
は
３
位
を
獲
得
。
特
に

男
子
は
、
決
勝
で
十
和
田
に
１
対

２
で
敗
れ
て
お
り
、
惜
し
い
準
優

勝
で
し
た
。

　

来
年
ま
た
好
成
績
を
残
せ
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

受　賞　名
絵画の部 書写の部

学校名 学年 氏　名 学校名 学年 氏　名
ＭＯＡ美術館奨励賞 小泊小 2 磯野　梅吏 小泊小 6 笹山椋太郎
株式会社東奥日報社賞 武田小 1 石川　あや 武田小 5 佐々木　陸
中泊町長賞 中里小 2 佐藤　舞雪 武田小 5 原田　千夏
中泊町議会議長賞 薄市小 2 白塚　真人 中里小 6 山本　夏恋
中泊町教育長賞 薄市小 6 青山ほのか 小泊小 6 磯野　　凌
中泊町連合PTA会長賞 中里小 2 鈴木　大空 薄市小 3 三国谷怜央
中泊町保護司会会長賞 小泊小 1 磯野樹希也 武田小 6 佐々木玲子
中泊町更生保護女性会会長賞 中里小 1 山本　夢季 中里小 6 大川　玲奈
中里町自然農法研究会会長賞 武田小 2 天内　喬裕 小泊小 3 鍋田夕海美

金　　賞
小泊小 2 久保田　翼 中里小 1 たなかねね
薄市小 6 福士　鈴奈 小泊小 6 坂本　矩崇

銀　　賞
薄市小 2 小山内夢叶 薄市小 3 川島　凌希
小泊小 2 升田　　柊 中里小 4 武田　瑠菜

銅　　賞
中里小 2 木村　颯汰 中里小 5 佐野　　聖
中里小 2 古川　大輝 薄市小 5 山谷　　奏

佳　　作
中里小 1 鈴木　隆矢 中里小 2 青山　星矢
薄市小 2 秋元　優貴 小泊小 2 ささきひなた
薄市小 4 平山　夏子 小泊小 5 白川　憲人

児童の力作、 一堂に

不
測
�
災
害
�

備 

� 

�

小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

清掃奉仕で秋空を満喫
「シルバーの日」 清掃奉仕活動
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10
月
12
日
㈪
体
育
の
日
に
、
町
教

育
委
員
会
が
主
催
し
て
「
さ
ぁ
あ
さ

ぐ
べ
し
な
か
ど
ま
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
運
動
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
約
40

人
が
参
加
。「
徐
福
の
里
公
園
」
を

周
回
す
る
1
周
約
6
㎞
の
コ
ー
ス
を
、

1
時
間
半
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
行
わ
れ
た
せ
い
か
、

参
加
者
か
ら
は
「
天
気
が
よ
く
て
よ

か
っ
た
」「
来
年
は
中
里
地
域
で
行
っ

て
」
と
い
っ
た
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
始
前
に
は
、
健

康
運
動
指
導
師
の
葛
原
仁
美
さ
ん
が

簡
単
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま
し

た
。
葛
原
さ
ん
か
ら
は
「
基
礎
代
謝

を
高
め
る
こ
と
で
脂
肪
が
燃
焼
さ
れ

や
す
い
体
質
に
な
り
ま
す
。」
と
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
先
月
号
で
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、
結
果
を
載
せ
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
こ
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

〈
町
民
の
部　

男
子
〉

１
位　

鈴
木
喜
代
三
郎　

47
打

２
位　

樋
口　
　

孝　

48
打

３
位　

永
坂　

博
志　

49
打

４
位　

熊
谷　

明
彦　

50
打

５
位　

珍
田　

永
蔵　

51
打

６
位　

岩
田　
　

実　

51
打

〈
町
民
の
部　

女
子
〉

１
位　

古
川　

キ
サ　

47
打

２
位　

樋
口　

彰
子　

48
打

３
位　

小
寺　

イ
ツ　

51
打

４
位　

大
沢　

ヨ
ネ　

53
打

５
位　

秋
元
あ
き
ゑ　

54
打

６
位　

竹
谷　

ユ
リ　

54
打

☆ 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞　
鈴
木
喜
代

三
郎
・
岩
田
光
子
・
古
川
キ
サ

〈
学
童
の
部　

男
子
〉

１
位 

（
小
泊
小
６
年
）佐
藤
成
功　
56
打

２
位 

（
小
泊
小
４
年
）三
橋
隼
人　
60
打

３
位 

（
小
泊
小
４
年
）外
崎
辰
弥　
65
打

４
位 

（
小
泊
小
５
年
）松
谷
大
輝　
68
打

５
位 

（
小
泊
小
４
年
）山
田
法
康　
75
打

６
位 

（
小
泊
小
３
年
）奈
良
涼
隆　
77
打

〈
学
童
の
部　

女
子
〉

１
位 

（
中
里
小
３
年
）岩
田
優
花　
66
打

２
位 

（
小
泊
小
４
年
）奈
良
紫
花　
69
打

３
位 

（
中
里
小
２
年
）鈴
木
大
空　
73
打

４
位 

（
中
里
小
２
年
）

古
川
菜
南
子　
1
0
6
打　

☆ 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞　
山
田
法
康

　

8
月
30
日
㈰
に
行
わ
れ
た
グ
ラ
ウ

　交通指導隊中里支隊長
　　横山市三郎さん（76）

　昭和49年４月に交通指導隊員となって以来、
35年間もの長きにわたり、町民の安全を守るた
め活動を続けてきました。
　10月20日㈫の朝、降りしきる雨のなか中里駅
前に立つ横山さんは、児童の安全を守るため街頭
に立っていました。横山さんに話を聞くと、「あ
る年中里で１年に５人の事故死亡者が出たことや、
先輩の吉田さんががんばっている姿を見て、交通
指導隊に入った。何とか死亡事故をなくそうとい
う気持ちでやってきた。」と話していました。
　横山さんはこれまで、県警本部長表彰や県知事
表彰など様々な表彰を受けてきましたが、「やはり、
町の人に『ご
苦労様』と一
声掛けてもら
うのが一番う
れしい。」と
話していまし
た。

　中泊町に「あるもの」「ないもの」を一緒に考え、

地域を見つめなおし、その活用策を一緒に考えま

しょう！　どなたでもご参加できますので、皆さ

まの参加をお待ちしています。

〈ワークショップって？〉
　たくさんの人が、それぞれ意見を出し合いなが

ら、提案をまとめる会議のことです。お互いの考

え方を尊重し、楽しく平等に話し合いを進めます。

◆日時…１回目：11月14日㈯　13：30～16：30

　　　　２回目：12月５日㈯　13：30～16：30

　　　　３回目：12月19日㈯　13：30～16：30

◆場所…農村活性化施設　多目的ホール

℡57－5050　　

◆内 容…グループに分かれ、町にある地域資源を

活かした「将来の夢（将来像）」をまとめます。

■主催…町水産観光課

■お問合せ・お申込み
　　　　NPO法人NPO推進青森会議

　〒030－0861　青森市長島2－1－2　新藤ビル６階

　　　℡  017－774－5595　℻  017－774－5596

　　　電子メール:nac@npo-aomori.jp

縁の下の人

中泊町を、 地域の資源を生かして
元気なまちにしよう！

中泊町地域づくりワークショップ
参加者募集

中
泊
町
民
・
学
童
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

�
�
�
�
�
�
�

健
康
生
活
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